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 ADRCが第7回ISDRタスクフォース会議に出席 
 
ジュネーヴの国連本

部で 4 月 10 日と 11 日
に開催された第 7 回国
際防災戦略（ ISDR）
Inter-Agency Task 
Force(関連機関評議委
員会：議長は大島賢三人

道問題担当国連事務次

長）会議に、タスクフォースのメンバーである ADRC
から、所長の西川と主任研究員の角崎悦子が出席しま

した。会議では、ブリセーニョ ISDR 事務局長から、
第 6回会合が開催された 2002年 10月以降の ISDR事
務局の活動報告があり、その後 4 つのワーキンググル
ープ(WG)の同時期の報告がありました。災害情報と脆
弱性評価に関する WG３からは、3 月 10 日と 11 日に
開催された会合の報告があり、ADRC が OCHA 
ReliefWeb や CRED 等と普及推進を図っている
GLIDEについて、WG３がデータベース共有ツールと
して各連携機関と協力し、さらに発展させていくとい

う発表がありました。また、干ばつに関する特別討議

グループからは、討議を重ねた結果としての包括的な

報告があり、干ばつリスク軽減のためのネットワーク

を形成することなどを含む提言がなされ、タスクフォ

ースが支持しました。 
また、2004年から 2005年の 2年間の ISDR活動に
関する討議の際、日本の代表から、国連によって提案

された横浜戦略と行動計画のレヴューを支持し、2005
年 1 月に神戸でレヴューの締めくくりとなる国際防災
会議を誘致することを検討中であるという発表があり

ました。これに対し、議長を始めタスクフォースメン

バーやオブサーバーから歓迎の表明がありました。ま

た、このレヴューに関連する行事として、本年 10月に
スペイン政府の誘致によりマドリッドにおいて開催さ

れる、欧州理事会(Council of Europe)主催のヨーロッ
パ・地中海地域防災会議や、同じく 10月にドイツ政府
の主催によりボンで開催される第 2 回早期警報会議
(EWCII)などが紹介され、これらの会合の結果を 2005
年の神戸会議に報告することが確認されました。 
この他、タスクフォースの ISDR 設立以来の活動の
評価をし、今後の活動内容を策定することが重要な課

題であるとし、ISDR事務局がこの会合での議論を踏ま
えて、作業を開始することになりました。2004年から
2005年の 2年間の活動の分野としては、都市のリスク 
および脆弱性、「持続的発展のための世界サミット会

合（WSSD）」での防災に関する提言内容のフォロー
アップ、気象変動と災害リスク軽減との関連などに注

目を置くべきという発言がありました。 
(主任研究員  角崎 悦子) 

 
 第３回ISDRサポート・グループ会議が開催 
 
4月 9日には、スイス開発協力庁の呼びかけにより、
第 3回 ISDRサポートグループ会合が開催されました。
この会合には大島賢三事務次長も出席し ISDR を支持
する多くの国やADRCを始めとする組織の代表が集ま
り、最近の ISDR 活動についての報告を受け、これに
対し各国等がどのように支援できるか活発な討論が交

わされました。横浜戦略及び行動計画のレヴューにつ

いては、今後世界各地で開催される関連会議の結果や

各国のレポート、行動計画等を、2005年に神戸で開催
される予定の最終会議に反映させることになりました。 

（主任研究員  角崎 悦子） 
 

 「ひと未来館」の開館記念式典が行われる 
 
阪神・淡路大震災記念「人と防災未来センター」の

二期施設として完成した「ひと未来館」で４月 24 日、
開館記念式典が行われました。同ビルの低層階は、震

災の教訓である「生命や生きる喜びの実感」をコンセ

プトに音響・視覚効果を取り入れた展示フロアとなっ

ています。その一方で上層階には、アジア防災センタ

ー (ADRC)をはじ
めとする国際的な

防災機関が一堂に

入居しました。式

典終了後には来賓

出席者を対象にし

たADRCの内覧会
が行われ、伊藤滋

センター長による ADRCの活動目的や事業概要を、鴻
池内閣府防災担当大臣や井戸兵庫県知事らは熱心に聞

き入り、ADRCに対する理解を深めました。 


